
                        

                       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
道
十
六
号
線
を
南
下
、
北
野
街
道
を

越
え
て
右
手
の
丘
陵
が
中
世
城
郭
の
片
倉

城
址
で
あ
る
。
こ
の
城
は
、
大
江
姓
の
長

井
氏
が
築
城
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
一
帯
を
含
む
湯
殿
川
流
域
は
、
横
山
庄

と
呼
ば
れ
、
武
藏
七
党
の
一
つ
横
山
氏
の

所
領
で
あ
っ
た
。
横
山
氏
が
、
建
暦
三
年

（
一
二
一
三
）
の
和
田
義
盛
の
乱
に
加
担

し
て
滅
亡
す
る
と
、
大
江
広
元
の
所
領
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
広
元
か
ら
出
羽
国
長

井
庄
の
地
頭
職
を
譲
ら
れ
た
次
男
、
時
広

が
長
井
姓
を
名
乗
り
領
有
し
た
と
い
う
。 

 

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
、
時
広
の
子
孫

長
井
道
広
が
山
田
の
広
園
寺
を
開
基
し
た
。

寺
の
大
門
付
近
に
は
、
長
井
氏
の
館
が
あ

っ
た
と
も
い
わ
れ
、
長
井
氏
が
片
倉
城
を

築
い
た
と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

長
井
氏
は
、
十
六
世
紀
の
初
頭
に
衰
亡
し
、

片
倉
城
も
一
時
廃
城
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
城
は
そ
の
後
、
大
石
氏
の
支
配
を

経
て
、
北
条
氏
照
の
滝
山
城
の
出
城
の
一

つ
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

乱
世
の
面
影
は
、
わ
ず
か
に
残
る
空
堀
や

土
塁
な
ど
が
物
語
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

片倉城跡公園全景 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

片
倉
城
跡
公
園
か
ら
、
神
社
仏
閣
や
牧

場
を
た
ど
り
な
が
ら
、
湯
殿
川
の
上
流
へ

と
散
策
す
る
お
よ
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

京
王
線
片
倉
駅
を
出
て
、
国
道
十
六
号

線
の
湯
殿
川
に
架
か
る
住
吉
橋
を
渡
る
と

右
手
に
東
京
都
指
定
文
化
財
の
片
倉
城
址

が
あ
る
。
大
江
広
元
の
子
孫
長
井
道
広
が
、

室
町
前
期
に
築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

現
在
は
市
立
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
。
園
内
散
策
後
、
湯
殿
川
沿
い
の
遊
歩

道
を
歩
き
松
門
寺
へ
。
そ
こ
か
ら
時
田
大

橋
を
渡
り
北
野
街
道
に
出
て
斟
珠
寺
に
。

再
び
川
に
戻
り
時
田
の
ボ
ー
ト
場
跡
の
カ

タ
ク
リ
橋
、
由
緒
あ
る
稲
荷
神
社
へ
と
歩

く
。
再
度
北
野
街
道
に
戻
り
長
慶
寺
、
大

林
寺
へ
と
歩
き
、
そ
し
て
磯
沼
牧
場
へ
。

ま
た
湯
殿
川
に
戻
り
、
大
橋
上
流
か
ら
古

代
像
の
歯
の
発
見
現
場
を
見
る
。
最
後
に
、

灯
籠
の
あ
る
大
沢
の
切
り
通
し
を
通
り
京

王
線
山
田
駅
で
解
散
。 

 

①
片
倉
城
跡□

都 

八
王
子
市
片
倉
町
二
四
七
五 

片
倉
城
跡
は
、
湯
殿
川
と
兵
衛
川
に
挟

ま
れ
た
小
比
企
丘
陵
の
先
端
部
に
位
置
し
、

東
、
南
、
北
の
三
面
は
江
戸
時
代
は
沼
地

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
先
端
部
の

東
郭
が
主
郭
で
、
住
吉
神
社
の
あ
る
所
は

腰
部
で
あ
る
。
西
郭
は
、
南
郭
に
大
き
く

張
り
出
し
て
お
り
、
東
郭
を
防
護
す
る
よ

う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
前
方
低
地

に
は
、
大
手
道
が
横
切
る
よ
う
に
の
び
て

い
る
。
敵
の
侵
入
に
対
す
る
防
御
を
考
慮

し
て
の
縄
張
り
で
あ
っ
た
。 

二
つ
の
郭
は
空
堀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
、

空
堀
は
鉤
の
手
に
掘
り
込
ん
で
あ
り
、
曳

橋
か
跳
橋
に
よ
っ
て
連
絡
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

西
郭
は
、
東
郭
の
約
二
倍
の
広
さ
を
持

ち
、
空
堀
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
空

堀
は
、
北
に
向
か
っ
て
深
く
落
ち
込
ん
で

お
り
、
湧
水
が
あ
る
。 

 

現
存
す
る
遺
構
は
、
十
五
世
紀
後
半
、

関
東
管
領
・
扇
谷
上
杉
氏
の
家
臣
長
井
氏

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

扇
谷
上
杉
朝
定
に
よ
っ
て
再
築
さ
れ
た
深

大
寺
城
と
縄
張
り
が
類
似
し
て
い
る
。 

 

現
在
は
、
片
倉
城
跡
公
園
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。 

                  

片倉城跡公園 案内図 
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●
本
丸
跡
と
二
の
丸
跡 

 

本
丸
跡
と
二
の
丸
跡
を
利
用
し
た
二
つ

の
芝
生
の
広
場
が
あ
る
。
本
丸
の
北
西
の

小
さ
な
丘
に
は
、
櫓
が
建
っ
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
本
丸
の
西
側
に
は
、
本
丸

の
二
倍
ほ
ど
の
広
さ
を
持
つ
二
の
丸
が
あ

り
、
空
堀
で
区
切
ら
れ
、
橋
で
結
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
橋
は
、
曳
橋
か
跳
橋
で
、
戦

時
に
は
撤
去
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
空
堀
は
現
在
よ
り
も
更

に
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

二
の
丸
の
西
側
は
大
き
な
空
堀
で
、
西

方
の
台
地
と
は
切
り
離
さ
れ
て
お
り
、
深

さ
も
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

二
の
丸
か
ら
南
へ
下
る
道
に
は
、
空
堀

や
土
塁
の
跡
が
あ
り
、
西
南
に
は
軍
勢
隠

し
や
縦
掘
な
ど
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。

今
は
草
や
木
が
生
い
茂
り
近
づ
く
こ
と
は

で
き
な
い
。 

 

二
つ
の
広
場
は
、
芝
生
に
加
え
、
桜
、

ツ
ツ
ジ
、
藤
な
ど
の
他
、
四
季
折
々
の
木
々

が
植
え
ら
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
な

っ
て
い
る 

                        

                        
二の丸 

土塁のように見える場所 
縄張り図 土塁のように見える場

  

空 堀 
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●
大
江
・
長
井
・
毛
利
家
系
図 

 

長
井
氏
は
安
芸
国
の
戦
国
大
名
毛
利
氏

と
同
族
で
、
鎌
倉
幕
府
別
当
大
江
広
元
の

次
男
時
広
を
祖
と
し
て
い
る
。
大
江
広
元

は
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
、
諸
国
に
「
守

護
」「
地
頭
」
を
配
し
て
全
国
支
配
体
制
を

強
固
に
す
る
よ
う
に
源
頼
朝
に
建
策
し
た
。

加
え
て
、
鎌
倉
幕
府
の
創
設
、
武
家
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
機
構
の
整
備
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。 

 

こ
れ
ら
広
元
の
功
に
対
し
て
頼
朝
は
、

置
賜
郡
長
井
荘
、
村
山
郡
寒
河
江
荘
な
ど

の
地
頭
職
を
与
え
て
報
い
た
。
広
元
は
寒

河
江
荘
を
長
男
の
親
広
、
長
井
荘
を
二
男

の
時
広
に
そ
れ
ぞ
れ
分
与
し
た
。
か
く
し

て
親
広
の
子
孫
は
寒
河
江
氏
と
称
し
、
時

広
は
長
井
と
称
し
て
長
井
氏
の
祖
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。 

毛
利
家
系
図
は
大
江
広
元
の
四
男
、
季

光
が
相
模
国
毛
利
荘
を
相
続
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。 

季
光
は
三
浦
合
戦
で
三
浦
一
族
に
味
方

し
た
た
め
妻
子
と
も
ど
も
自
害
し
た
が
、

四
男
の
経
光
だ
け
が
越
後
に
い
た
こ
と
と
、

長
井
泰
秀
の
は
か
ら
い
で
越
後
佐
橋
荘
と

安
芸
吉
田
荘
の
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
た
。 

そ
し
て
南
北
朝
の
対
立
の
頃
か
ら
安
芸
吉

田
荘
に
移
住
し
こ
こ
に
本
拠
を
置
い
た
。 

     

元就

元春

広房

源頼朝 光房 照元 豊元 弘元

時政

政子

鎌倉幕府評定衆

北条執権一族

時親

時宗

経時

時氏泰時

女

基親

時親

三浦一族

三浦義村

泰茂

泰経

茂重

大江広元

貞親 親衛

教元

季光

女

親光

為光

広光

経光

宗元 政茂 頼広 宗広

（毛利氏）

（上山氏）

重広

泰重 頼重 貞重

（田総氏）運雅 宗元

時継 重継

（長井氏）

（寒河江氏）

（耶波氏）

時千

貞秀親広

泰秀 時秀 宗秀 広秀時広

高広

泰元 貞頼

貞広 広泰
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●
住
吉
神
社 

御
祭
神
は
禊
（
み
そ
ぎ
）
の
神
で
あ
る
。 

・
表
筒
男
命
（
う
わ
づ
つ
の
お
の
み
こ
と
） 

・
中
筒
男
命
（
な
か
づ
つ
の
お
の
み
こ
と
） 

・
底
筒
男
命
（
そ
こ
づ
つ
の
お
の
み
こ
と
） 

住
吉
神
社
の
紋
は
毛
利
の
家
紋
と
同
じ

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
代
々
毛
利
家
の
氏
神

様
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

鎌
倉
管
領
片
倉
城
主
、
長
井
大
善
大
丈

道
広
が
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
城
の
鎮

守
の
神
と
し
て
、
摂
津
国
住
吉
大
社
を
勧

請
し
て
奉
祀
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

当
神
社
に
は
川
幡
元
右
衛
門
泰
吉
と
そ
の

門
人
が
、
「
数
学
に
実
力
が
つ
く
よ
う
に
」

と
祈
願
さ
れ
た
算
額
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

        

                        

                        

一番古い算額 

算額（数年前の複製） 

算額（最近複製されたも）
 

住吉神社鳥居 

算額認定書 

住吉神社 



5 
 

                       

●
彫
刻
の
広
場 

 

片
倉
城
跡
公
園
入
口
か
ら
住
吉
沼
周
辺

に
は
、
北
村
西
望
（
せ
い
ぼ
う
）
氏
ゆ
か

り
の
「
西
望
賞
」
の
入
選
作
品
が
数
多
く

展
示
さ
れ
て
い
る
。 

                 

●
北
村
西
望 

明
治
十
七
年
生
ま
れ
長
崎
県
出
身
、
東

京
芸
術
大
学
の
彫
刻
科
を
卒
業
。
文
化
勲

章
、
文
化
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
、
昭
和
五

十
五
年
に
東
京
都
名
誉
都
民
と
な
る
。 

 

主
な
作
品
は
、
長
崎
の
「
平
和
記
念
像
」
、

「
浦
島
長
寿
の
舞
」
を
始
め
御
獄
神
社
の

「
畠
山
重
忠
の
像
」
な
ど
数
多
く
の
作
品

を
残
し
て
い
る
。 

八
王
子
市
が
進
め
て
い
た
「
彫
刻
の
ま

ち
づ
く
り
」
事
業
に
共
鳴
し
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
片
倉
城
跡
公
園
を
「
西
望
賞
」
受

賞
作
品
の
展
示
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ

る
と
自
ら
選
定
し
て
い
る
。 

 

彫
刻
を
志
す
人
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ

い
ほ
ど
こ
の
公
園
を
訪
れ
る
と
い
う
。 

      
浦島長寿の舞 
（北村西望作） 

アテネの戦士 
(久保 浩作) 

夢に包まれて 
(石黒光司作) 
 

手水舎（一文字に三つ
星紋が彫られている） 

明治 13 年 9 月と彫
られている手水舎
と釜貫氏子中と彫
られている石（右） 

西望自刻像 

奥 殿 
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●
豊
か
な
自
然 

公
園
化
さ
れ
て
か
ら
は
、
カ
タ
ク
リ
群

生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
平
町
の
大

蔵
院
福
生
寺
か
ら
の
カ
タ
ク
リ
の
移
植
に

よ
り
群
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
園

内
に
は
、
花
菖
蒲
、
睡
蓮
の
群
落
も
あ
り
、

特
に
早
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
次
々
と
咲

く
一
輪
草
、
二
輪
草
、
山
吹
草
等
の
山
野

草
と
の
出
会
い
が
あ
る
。 

ま
た
、
水
辺
の
宝
石
、
カ
ワ
セ
ミ
も
美

し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。
池
の
小
魚
を

捕
る
瞬
間
を
狙
っ
て
、
多
く
の
カ
メ
ラ
マ

ン
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

          

                        

                       
睡 蓮 

サ ギ 

カタクリ 

あづまや 

カワセミ 

整備された道と水車小屋 
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②
鶴か

く

壽じ

ゅ

山さ

ん

松
門
寺

し
ょ
う
も
ん
じ 

片
倉
二
一
二 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

虚
空
蔵
菩
薩 

開
創 

長
享
元
年
（
一
四
八
七
） 

当
初
は
子
安
山
松
門
寺
と
称
し
、
密
教

の
寺
と
し
て
開
基
さ
れ
た
と
い
う
。 

慶
長
元
年
、
寺
町
に
移
さ
れ
鶴
壽
山
と

山
号
を
改
め
た
。
江
戸
時
代
に
は
幕
府
よ

り
御
朱
印
を
戴
い
た
記
録
が
あ
り
、
由
緒

あ
る
寺
で
あ
っ
た
。
寺
の
紋
は
葵
で
あ
る
。 

太
平
洋
戦
争
の
大
空
襲
で
松
門
寺
の
伽
藍

は
観
音
堂
、
山
門
を
残
し
て
焼
失
し
、
数

千
冊
に
及
ぶ
貴
重
な
原
始
佛
教
に
関
す
る

文
献
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、

八
王
子
市
の
区
画
整
理
事
業
に
協
力
し
現

在
の
片
倉
町
に
移
転
し
た
。
現
在
は
座
禅

の
寺
と
し
て
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い

る
。 

   

                

●
聖
観
音 

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
作
ら
れ
た
。

詳
細
は
文
献
が
焼
失
し
た
た
め
不
明
。 

 

聖
観
音
に
お
参
り
す
る
と
き
は
、
極
楽

浄
土
の
観
世
音
菩
薩
を
心
に
念
じ
な
が
ら

お
参
り
す
る
と
、
無
病
息
災
、
下
学
上
達

に
導
い
て
く
れ
る
と
い
う
。 

                       

鶴壽之水 

虚空菩薩像 

聖 観 音 

本 堂 

門 



8 
 

③
常
龍
山

斟し

ん

珠
寺

し
ゅ
う
じ 

片
倉
町
八
六 

宗
派 

臨
済
宗 
南
禅
寺
派 

本
尊 

弥
勒
菩
薩 

寺
宝 

地
蔵
講
板
碑 

開
基 

長
井
広
房 

開
創 

応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
） 

大
江
師
親
の
嫡
子
長
井
広
房
の
内
室
が

地
蔵
菩
薩
を
深
く
信
仰
し
、
広
房
が
創
建

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
慶
安
二
年
（
一

六
四
九
）
徳
川
三
代
将
軍
よ
り
御
朱
印
を

拝
領
す
る
。
江
戸
期
に
は
斟
珠
庵
と
称
し

て
い
た
が
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に

斟
珠
寺
と
改
称
し
た
。
境
内
に
は
「
時
田

の
池
」
が
あ
り
、
辡
財
天
（
正
し
く
は
大

辡
財
尊
天
）
を
祀
っ
て
い
る
。 

      

                        

                        

一文字三つ星紋 

 

時田の池 

辡財尊天 

斟 珠 寺 

時田の池（弁天様が祀ってある） 
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●
地
蔵
講
板
碑 

板
碑
が
造
立
さ
れ
た
の
は
、
文
安
三
年

（
一
四
四
六
）
の
室
町
時
代
と
い
わ
れ
て

い
る
。
全
国
的
に
見
て
稀
少
な
「
地
蔵
講
」

に
よ
る
結
衆
板
碑
で
、
縦
が
約
一
ｍ
五
十

㎝
、
幅
が
約
四
十
㎝
、
厚
さ
が
約
三
㎝
。

板
碑
と
し
て
は
大
き
い
部
類
に
入
る
。 

戦
前
ま
で
は
片
倉
城
跡
に
あ
っ
た
が
、 

現
在
は
寺
宝
と
し
て
斟
珠
寺
の
本
堂
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。 

             

                        地蔵講板碑 

板碑下部 地蔵講一結衆氏名 板碑上部 

池に祀られている木彫り
（レプリカ）の辡財尊天 左から大黒尊天、辡財尊天 

毘沙門尊天 
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●
五
輪
様 

古
く
か
ら
村
人
は
こ
の
碑
を
五
輪
様
と

名
付
け
て
い
た
。 

戦
国
時
代
の
末
、
豊
臣
・
徳
川
の
連
合

軍
に
攻
め
ら
れ
、
北
条
方
の
武
士
五
人
が

城
を
逃
れ
、
片
倉
ま
で
き
た
が
つ
い
に
力

尽
き
て
切
腹
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
あ

わ
れ
に
思
っ
た
村
人
が
こ
こ
に
碑
を
建
て

て
葬
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。 

別
の
説
に
よ
る
と
小
田
原
城
に
い
た
北

条
の
武
士
五
人
が
八
王
子
城
に
帰
る
途
中

に
こ
の
地
で
落
城
を
知
り
切
腹
し
た
と
い

う
。
ま
た
、
切
腹
し
た
の
は
片
倉
城
主
安

藤
常
貞
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
。 

こ
の
碑
は
昭
和
二
十
八
年
頃
国
道
十
六

号
線
の
拡
張
工
事
に
よ
り
、
京
王
片
倉
駅

の
入
口
付
近
に
一
時
移
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
斟
珠
寺
に
遷
化
し
た
も
の
で
あ
る
。 

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
五
輪
様
に
祈
願
す

れ
ば
病
を
治
し
て
く
れ
る
と
い
わ
れ
て
崇

拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  

                       

●
庚
申
碑 

こ
の
碑
は
、
昔
（
年
代
不
詳
）
か
ら
八

王
子
市
片
倉
町
旧
只
沼
部
落
で
多
く
の

人
々
か
ら
庚
申
碑
と
し
て
信
仰
を
集
め
て

き
た
が
、
昭
和
六
十
三
年
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
、
こ
の
地
に
遷
座
し
た
も

の
。 

                
五 輪 様 

庚申碑と五輪様 

庚 申 碑 
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●
時
田
池
の
地
蔵
尊 

 

戦
国
時
代
、
敵
の
追
手
を
逃
れ
時
田
の

池
周
辺
ま
で
来
て
力
尽
き
亡
く
な
っ
た
人
、

自
害
し
た
人
、
ま
た
飢
饉
の
際
や
む
な
く

幼
児
や
年
寄
り
を
口
減
ら
し
の
た
め
葬
っ

た
等
々
、
人
々
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
建

立
し
た
地
蔵
尊
で
あ
る
と
い
う
。 

塔
婆
に
は 

「
大
施
餓
鬼
会
為
弁
天
泉
中
水
死
者
池
畔

殺
死
者
各
々
霊
位
頓
証
菩
提
施
主
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。 

            

④
時
田
の
ボ
ー
ト
場
跡 

以
前
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
形
の
小
さ
な
池
で

あ
り
、
休
日
に
な
る
と
娯
楽
の
場
と
し
て

賑
わ
っ
た
。
こ
の
ボ
ー
ト
場
は
戦
火
の
激

し
く
な
っ
た
昭
和
十
七
年
に
廃
業
に
な
っ

た
が
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
は
ま
だ
池
の
姿

を
留
め
て
い
た
。
湯
殿
川
が
大
き
く
蛇
行

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
昔
の
河
川
跡
（
三

日
月
湖
状
態
）
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る 

             

                        

水死者地蔵尊 

時田のボート場跡 

護岸工事による新旧の湯殿川比較図 
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●
延
命
地
蔵
菩
薩 

 

由
井
の
稲
荷
神
社
の
道
を
挟
ん
だ
向
い

側
、
高
い
台
座
に
延
命
地
蔵
菩
薩
坐
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
の
道
は
、
絹

の
道
と
い
わ
れ
、
作
り
坂
か
ら
来
る
道
に

続
い
て
い
る
。
当
時
、
絹
商
人
達
は
、
横

浜
へ
の
行
き
帰
り
の
無
事
を
こ
の
菩
薩
に

祈
願
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
女
中
念
仏

や
和
講
念
仏
講
中
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。
台
座
に
は
、
大
戸
村
等
の
地

名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

            

⑤
稲
荷
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
比
企
一
二
○
一 

祭
神 

宇
賀
御
魂
命 

創
建 

建
久
元
年
（
一
一
九
〇
） 

現
在
の
社
殿
や
彫
刻
は
弘
化
四
年
（
一

八
四
七
）
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
建

設
に
あ
た
っ
た
棟
梁
は
、
飛
騨
内
匠
と
称

し
、
そ
の
後
、
日
光
東
照
宮
の
工
事
に
あ

た
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
古
文
書
の

中
に
神
社
完
成
祝
に
行
っ
た
御
神
楽
、
余

興
と
し
て
行
っ
た
相
撲
大
会
の
記
録
が
あ

る
。
相
撲
大
会
は
明
治
初
期
ま
で
し
ば
し

ば
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

          

●
透
か
し
彫
り
の
虹
梁 

拝
殿
に
施
さ
れ
た
彫
刻
の
精
緻
さ
と
完

成
度
の
高
さ
は
市
内
で
も
屈
指
の
も
の
で

あ
る
。
特
に
虹
梁
（
化
粧
梁
）
は
一
本
の

木
か
ら
龍
の
姿
に
透
か
し
彫
り
で
彫
り
上

げ
た
見
事
な
技
法
が
見
て
と
れ
る
。
日
光

東
照
宮
の
工
事
に
あ
た
っ
た
飛
騨
内
匠
が

こ
の
社
を
建
築
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
東
照

宮
に
比
す
る
彫
刻
と
い
え
る
。 

              

延命地蔵菩薩坐像 

透かし彫りの虹梁 

稲荷神社 稲荷神社 
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●
両
部
鳥
居 

神
社
入
口
に
あ
る
鳥
居
は
両
部
鳥
居
で

あ
り
、
非
常
に
珍
し
く
厳
島
神
社
の
鳥
居

と
同
じ
型
の
も
の
で
あ
る
。 

両
部
鳥
居
の
特
徴 

・
反
り
増
し
が
あ
る 

・
島
木
（
し
ま
ぎ
）
が
あ
る 

・
額
束
が
あ
る 

・
貫
（
ぬ
き
）
が
柱
か
ら
出
て
い
る 

・
柱
の
前
後
に
稚
児
柱
を
持
つ 

  

                     

珍しい両部鳥居 
 

絵 馬 

 
 

濁流に向かう鯉 
 

本 殿 

両部鳥居の説明 
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●
神
祇

じ

ん

ぎ

道ど

う

管
領
式

か
ん
り
ょ
う
し
き

位
社

い

し

ゃ 
神
祇
の
祭
祀
を
司
り
、
諸
国
の
官
社
を

統
管
す
る
位
を
い
う
。 

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
神
祇
伯
京
都

吉
田
家
に
願
い
出
、
神
祇
道
管
領
式
位
社

の
称
号
を
賜
る
。
そ
の
記
念
碑
が
鳥
居
の

右
側
に
残
っ
て
い
る
。 

      

⑥
比
企
山

長
慶
寺 

小
比
企
町
一
三
二
二 

宗
派 

臨
済
宗 

南
禅
寺
派 

本
尊 

釈
迦
如
来
座
像 

開
山 

存
恵
玄
誠
和
尚 

開
基 

徳
応
院
慶
林
玉
室
居
士 

開
創 

応
永
年
間 

創
建
は
定
か
で
な
い
が
、
お
よ
そ
六
百

年
位
の
歴
史
が
有
る
と
思
わ
れ
る
。 

大
正
十
五
年
に
第
九
十
八
代
長
慶
天
皇

の
在
位
が
判
明
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
同
天

皇
の
陵
墓
等
の
調
査
が
行
わ
れ
、
当
山
も

歴
史
家
が
き
て
調
査
し
た
が
、
な
に
も
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。 

境
内
に
は
枝
垂
れ
桜
・
牡
丹
・
芍
薬
な

ど
の
多
く
の
草
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。 

特
に
春
の
五
月
、
秋
の
紅
葉
は
見
事
で
あ

る 
               

⑦
湯
殿
川 

湯
殿
川
は
、
館
町
に
源
を
発
し
て
長
沼

町
で
浅
川
に
注
ぐ
川
で
あ
る
。
川
の
名
の

由
来
は
、
一
説
に
よ
る
と
、
出
羽
三
山
信

仰
か
ら
湯
殿
山
の
湯
殿
を
川
の
名
に
つ
け

た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

武
蔵
七
党
の
一
つ
で
あ
る
横
山
党
が
、
館

町
に
居
館
を
設
け
、
こ
の
地
の
堂
平
に
湯

殿
山
を
祭
り
、
大
日
如
来
像
を
勧
請
し
、

こ
れ
よ
り
流
れ
出
る
小
川
を
湯
殿
川
と
名

付
け
た
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
。 

 

現
在
の
湯
殿
川
は
、
護
岸
工
事
も
進
み
、

遊
歩
道
も
完
備
さ
れ
て
、
四
季
の
花
を
咲

か
せ
て
い
る
。 

ウ
ォ
ー 

キ
ン
グ
を 

楽
し
む
人 

も
多
い
。 

    
釈迦如来座像 

神祇道管領式位社 

長 慶 寺 

湯殿川のコスモス 
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⑧
薬
王
山

大
林
寺 

小
比
企
町
一
三
七
二 

宗
派 

曹
洞
宗 

館
龍
見
寺
末 

本
尊 

釈
迦
牟
尼
仏
像 

薬
師
如
来 

中
興
開
山 

芳
山
月
州
上
人 

開
基 

小
坂
大
林
居
士 

開
創 

明
応
四
年
（
一
四
九
五
） 

太
平
洋
戦
争
の
大
空
襲
で
大
林
寺
の
伽

藍
は
消
失
し
て
し
ま
い
、
貴
重
な
文
献
も

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
境
内
に
は
薬
王
地

蔵
尊
が
あ
る
。 

            

                       

●
水
子
地
蔵 

 

薬
王
地
蔵
尊
の
社
の
横
に
祠
が
あ
る
。 

木
製
の
水
子
地
蔵
で
あ
る
。
木
仏
と
い
う

の
は
最
近
で
は
珍
し
い
。
平
成
五
年
に
造

立
さ
れ
た
。 

                  

大 林 寺 

右：薬王地蔵尊 
左：木製水子地蔵  

木製水子地蔵尊 

右：薬王地蔵尊 
左：木製水子地蔵 薬王地蔵尊 
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⑨
磯
沼
牧
場 

小
比
企
町
一
六
二
五 

磯
沼
牧
場
は
飼
育
す
る
牛
の
乳
を
使
っ

て
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど

の
製
造
直
売
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

製
品
は
地
元
の
ス
ー
パ
ー
に
も
並
べ
ら
れ

人
気
も
高
い
。 

こ
う
し
た
住
宅
地
に
近
い
牧
場
で
は
悪

臭
な
ど
が
問
題
と
な
り
が
ち
だ
が
、
こ
こ

で
は
コ
ー
ヒ
ー
や
コ
コ
ア
の
殻
な
ど
を
使

っ
て
臭
い
を
抑
え
、
そ
の
方
法
の
珍
し
さ

も
手
伝
っ
て
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
。 

今
で
は
山
羊
な
ど
の
牛
以
外
の
動
物
も

い
て
、
地
元
の
保
育
園
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
が
見
学
に
訪
れ
た
り
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
材
に
訪
れ
る
の
も

珍
し
く
な
い
。 

牧
場
内
に
は
、「
世
界
で
一
番
小
さ
な
ヨ

ー
グ
ル
ト
工
房
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
工
房

が
あ
る
。
数
種
類
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
加
工
し
て
い
る
。 

ま
た
、
乳
し
ぼ
り
・
チ
ー
ズ
つ
く
り
な
ど

の
体
験
教
室
な
ど
も
開
い
て
い
る
。 

                        

                        
磯沼牧場の看板 飼育されている牛 

飼育されている牛 磯沼牧場 
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●
庚
申
塔 

 

磯
沼
牧
場
の
裏
手
の
赤
道
（
明
治
期
に

作
ら
れ
た
道
）
と
言
わ
れ
る
折
れ
曲
が
っ

た
旧
道
の
坂
道
に
庚
申
塔
が
二
基
安
置
さ

れ
て
い
る
。
右
が
古
い
も
の
で
あ
る
。
以

前
、
山
田
方
面
に
行
く
時
は
、
大
沢
の
切

り
通
し
は
通
ら
ず
、
こ
の
道
を
使
っ
た
と

い
う
。
牧
場
近
く
の
道
な
の
で
独
特
の
臭

い
は
す
る
が
生
活
道
路
と
し
て
利
用
者
が

多
く
、
今
に
残
る
貴
重
な
昔
道
で
あ
る
。 

             

        

⑩
古
代
象
の
歯
発
見 

湯
殿
川
の
大
橋
か
ら
上
流
へ
約
百
五
十

ｍ
ほ
ど
の
川
底
か
ら
百
万
～
二
百
万
年
前

の
古
代
象
の
歯
が
発
見
さ
れ
た
。 

発
見
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
四
年
八
月

二
十
日
の
こ
と
で
、
釣
り
を
し
て
い
た
近

所
の
床
屋
さ
ん
の
弟
が
「
ず
っ
し
り
重
い

奇
妙
な
形
の
歯
」
を
釣
り
上
げ
た
も
の
。 

歯
は
右
の
奥
歯
で
年
齢
は
百
四
十
歳
か

ら
百
五
十
歳
の
老
象
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

現
在
、
八
王
子
市
の
郷
土
資
料
館
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。 

最
大
長 

一
二
三
㎜ 

 
 

最
大
高 

四
三
㎜ 

 

最
大
幅 

七
五
㎜ 

                        

上：バラステゴドン像の奥歯 
下：ステゴドン像の歯 

磯沼牧場裏の庚申塔 

像の歯が発見された場所 
（湯殿川上流） 

山田への近道 
（磯沼牧場裏） 
山田への近道 
（磯沼牧場裏） 
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⑪
燈
篭
と
切
通
し 

こ
の
燈
篭
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

に
、
こ
の
地
区
に
住
む
人
々
が
家
の
安

泰
・
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
碑
面
に
秋
葉
大

権
現
・
石
尊
大
権
現
・
榛
名
大
権
現
を
ご

祇
し
泰
造
し
た
も
の
で
、
今
は
三
代
目
の

燈
篭
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
坂
道
は
中
野
往
還
と
い
い
大
澤
の

坂
と
呼
ば
れ
、
八
王
子
と
半
原
方
面
を
結

ぶ
絹
の
道
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の

道
は
、
幅
も
狭
く
荷
馬
車
で
往
来
す
る

人
々
に
と
っ
て
は
難
所
の
坂
道
の
切
通
し

で
あ
っ
た
。
今
で
は
無
事
故
を
願
い
、
交

通
安
全
の
燈
篭
に
な
っ
て
い
る
。 

                    

                       
小比企の切通し 
大澤の坂、絹の道ともいう 

像の歯が発見された場所 
（湯殿川上流） 

切通の途中にある燈籠の側面 

正面と左側面 右側面 裏 面 

切通の途中にある燈籠 切通の途中にある燈籠 
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◎
参
考
文
献 

・
各
遺
跡
に
あ
る
説
明
看
板 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
八
王
子
南
部
の
歴
史
と
民
俗 

・
八
王
子
観
光
マ
ッ
プ 

 
 

 

（
片
倉
城
跡
と
絹
の
道
） 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 

・
館
町
と
そ
の
周
辺 

・
ら
い
ぶ
ら
り
№
４
８ 

・
谷
戸
の
く
ら
し
（
宇
津
貫
・
片
倉
） 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

 

「
武
家
家
伝 

長
井
氏
」 

「
Ｗ
ｅ
ｂ
八
王
子
辞
典
」 

 

「
横
浜
線
沿
線
散
歩
公
園
探
訪
」 

 

「
松
門
寺
の
歴
史
」 

 

「
鳥
居
の
種
類
」 

 

「
磯
沼
牧
場
」 

 

「
八
王
子
散
歩
見
聞
録
」 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
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